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令和５年度 長崎市立福田中学校 学力向上プラン

 

 

 

 

 

 

 

 

  

具体的な取組 
学習規律の徹底と確立 個に応じた指導の充実 自主的な学習の習慣化 授業改善 小中連携の強化 

・授業の約束の徹底 

 （２分前着席、立腰…） 

・安心して学べる環境作り等 

・評価と指導の連動 

・ＴＴによる個別支援の充実 

・一人一台端末の活用   等 

・自主学習ノートの充実 

・家庭学習の習慣化 

・自主学習会の実施     等 

・授業で「input」したことを

「output」する活動の設定 

・表現する活動の充実   等 

・中１や小６の授業参観 

・小中の交流機会を増やす 

・小中での連携した指導 等 

講義型授業からの脱却を図り、教師の意図的な働きかけで生徒の「見方・考え方」を鍛え、『できた』『わかった』の笑顔があふれる授業実践 

授業におけるアウトプット活動の充実に取り組み、考え方や表現の仕方などについての学習を身に付けさせることや一人一台端末の効果的

な活用によって、個の学力向上を図るとともに集団の底上げを図り、学力調査での各教科の正答率＋３ポイントを目指す。 

本校生徒の実態（学力調査結果や各教科における課題から） 
 １年生…全体的に意欲的に授業に取り組んでおり、学習に対しての意識はある。家庭学習の提出やテスト前の自主学習など 

に積極的に取り組もうとする雰囲気も出てきている。漢字の読み書きや作文、少数・分数の計算など基礎が十分に 
身に付いていないため効果的な学力向上に結び付かない。特性を持つ生徒も多く、個に応じた配慮も必要である。 

 ２年生…国語では知識及び技能、話すこと・書くことに、数学では全般的に知識・技能の定着に課題がある。まじめな授業 
態度で、自主学習など意欲的に取り組んでいる強みもある。焦点化して「やればできる」という自信を深めさせ、 
学習に対する意欲を高めさせていく。TTによる個別支援の充実を図りたい。 

 ３年生…講義的授業によりインプット（知識の注入）に偏る傾向がある。閉じた質問（一問一答式）には答えることができ 
ても、開いた質問（根拠を述べる・内容を説明する）を苦手とする生徒が多い。英語での適切な表現や自分の考え 
を書くことも苦手としている。国語科の実践（アウトプット活動）を他教科に広げていく。 

学校教育目標『心豊かでたくまく、自他を尊び、地域・社会に貢献できる生徒の育成』 
重点努力目標 『可能性への挑戦』自発性への点火…生きる力（確かな学力、豊かな人間性、健やかな体）を育む。 

育てたい生徒の姿 【自重…自分を大切にし  友情…仲間を大切にして  練磨…磨き高め合う生徒】 

学力向上に向けての基本方針（校内研究のテーマ） 

研究主題 『学力向上～アウトプット活動の充実と｢キュビナ｣や電子黒板による基礎学力の定着～』 

研究仮説 「教育課程における評価をふまえつつ，①授業などでは，「教え合う・説明し合う活動(アウトプット活動)」 
を取り入れる。②クロームブックを積極的に活用する。を行えば，集団としての学力向上が望めるであろう。 

【学力調査結果】 

※県､市との正答率比較 

１年国語 － ▽ 

  数学 － ▽ 

２年国語 － ▽ 

  数学 － ▼ 

３年国語 ＋ 〇 

  数学 ＋ 〇 

  英語 － ▽ 
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（１）学習規律の徹底と確立に向けて  

方 策 １ 授業約束（２分前着席・立腰など）の徹底、安心して学べる環境づくり 

具体的な取組 ・全教科において、授業準備を素早く済ませて２分前着席に取り組ませる。また、教師も授業の終わりの時刻を守る。 

・日頃の学級指導において、豊かな人間性を育て支持的風土を醸成し、誰もが安心して発言ができるような学級の雰囲気づくりを行う。 

検 証 方 法 「ルールを守って生活できた」「明るく楽しい雰囲気の中で学校生活を送っている」などの学校評価項目の肯定的割合の向上 

（２）個に応じた指導の充実に向けて  

方 策 ２ 評価と指導の連動を図る、ＴＴの効果的な配置と活用、ＩＣＴ機器の活用 

具体的な取組 ・校内研修で、新学習指導要領に即した評価についての研修を深め、次の指導に生かすための評価に取り組む。 

・学習に遅れがちな生徒や集中力が持続しない生徒に対しての支援を充実させるため、ＴＴによる個別支援の充実を図る。 

・生徒の興味関心を高め、理解を深めるために、電子黒板や一人一台端末を効果的に活用する。 

検 証 方 法 学力向上アンケート「わかりやすい授業をしようと工夫している」各教科評価項目の肯定的割合の目標を設定し、向上させる。 

（３）自主的な学習の習慣化に向けて  

方 策 ３ 家庭学習の習慣化を図る、自主学習ノートの充実を図る、自主学習会の実施 

具体的な取組 ・形だけの提出とならないように、それぞれの能力に応じた課題を設定し提出させることで、家庭学習を実のあるものにする。 

・定期・実力テストにおいて、家庭学習の成果としてどれほど基礎的・基本的な知識の定着があったかを検証できるような問題を出題する。 

・放課後や夏休みの自主学習会を実施し、学力不振生徒の基礎基本的な学習内容の定着や成績上位生徒のさらなる向上に取り組む。 

検 証 方 法 「家庭学習の習慣が身についている」「それぞれの個性に応じた教育を進めている」などの学校評価項目の肯定的割合の向上 

（４）授業改善に向けて  

方 策 ４ 授業で「Ｉｎｐｕｔ」したことを「Ｏｕｔｐｕｔ」する活動の設定、表現活動の充実、読解力の向上 

具体的な取組 ・授業で学んだことを使って、自分の考えや思いを表現することができるような場面設定（グループ討議やペア学習など）を行う。 

・定期・実力テストにおいて、与えられた条件の下で、自分の考えや説明ができるような問題を出題する。 

・「知りたい」「分かりたい」「できるようになりたい」という学習意欲を喚起させる「めあて」と学習を振り返るための「まとめ」の徹底。 

検 証 方 法 定期テストや学力調査の結果についての分析、学力向上アンケートの各項目肯定的割合の目標を設定し、その達成を図る。 

（５）その他 

方 策 ５ 学力調査結果報告会＆各教科の学習の仕方説明などを行う『Ｆミーティング（仮称）』の開催 

具体的な取組 ・学力調査の結果と分析について生徒へ報告し、次回の学力調査に向けた各教科の目標・取組を伝え、生徒と職員とで共通理解を図る。 

検 証 方 法 学力向上アンケート結果の分析 各教科の定期・実力テストや学力調査の結果の分析 

 


